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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部を開閉する一対のシャッタが備えられたカートリッジにおいて、
　前記一対のシャッタが相互に重なり合って前記開口部を閉塞した閉塞状態で、これら一
対のシャッタが相互に重なり合う箇所にオーバーラップ斜面が形成され、
　該オーバーラップ斜面間の隙間部分がダスト堆積部を有するラビリンス形状部に構成さ
れ、
　該ラビリンス形状部は、前記一対のシャッタの動作方向と直交する方向に、ダスト堆積
用凹部及び前記凹部を含む複数の凹凸部によって形成されていることを特徴とするカート
リッジ。
【請求項２】
　回転自在のインナーロータと、
　前記インナーロータの回転によって開口部を開閉する一対のシャッタとが備えられたカ
ートリッジにおいて、
　前記一対のシャッタが相互に重なり合うことによって前記開口部を内側から閉塞した閉
塞状態で、これら一対のシャッタが相互に重なり合う箇所にオーバーラップ斜面が形成さ
れ、
　該オーバーラップ斜面間の隙間部分がダスト堆積部を有するラビリンス形状部に構成さ
れ、
　該ラビリンス形状部は、前記一対のシャッタの動作方向と直交する方向に、ダスト堆積
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用凹部及び前記凹部を含む複数の凹凸部によって形成されていることを特徴とするカート
リッジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等の光ディスクや光磁気ディスクその他の記録
媒体を収納又は交換可能に収納して用いるディスクカートリッジ等に適用するのに最適な
カートリッジに属するものであって、特に、ピックアップ、ディスクテーブルその他の挿
入部材の挿入用の開口部をシャッタで開閉するカートリッジにおけるダスト（塵埃）の侵
入を防止するための防塵構造の技術分野に属するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、図６０に示すように、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶ－ＲＯＭ等のディスクカートリッジ
１０１は、上下シェル１０２、１０３間に光ディスクや光磁気ディスク等のディスクＤを
回転自在に収納し、ピックアップ挿入用やディスクテーブル挿入用の長孔状の開口部１０
４を下シェル１０３や上下シェル１０２、１０３の中央部に沿って形成し、これらの開口
部１０４を開閉するほぼＬ字状やコ字状等の１枚のシャッタ１０５を下シェル１０３や上
下シェル１０２、１０３の外側に取り付けて、このシャッタ１０５をディスクカートリッ
ジ１０１の一側面１０１ａに沿って矢印ｕ、ｖ方向にスライドさせることによって開口部
１０４を開閉するように構成されていた。なお、Ｓ１はシャッタ１０５の移動（開閉）ス
トロークを示している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来のこの種ディスクカートリッジ１０１では、図６１に示すように、シャッタ
１０５が開口部１０４を矢印ｖ方向から閉塞したシャッタ閉状態で、単にシャッタ１０５
の矢印ｕ、ｖ方向の両端部分１０５ａをディスクカートリッジ１０１の開口部１０４の両
側部分に対してオーバーラップＯＬ１させていたに過ぎなかった。
従って、このシャッタ閉状態では、シャッタ１０５と両端部分１０５ａとディスクカート
リッジ１０１の開口部１０４の両側部分との間の微小な隙間１０６からダスト（塵埃）Ｄ
Ｔを含んだ空気ＡＲが開口部１０４を通ってディスクカートリッジ１０１内に容易に侵入
して、ダストＤＴがディスクＤの表面に付着され易かった。なお、ダストＤＴがディスク
Ｄの表面に付着すれば、データの記録及び／又は再生時のエラーを発生し易く、エラー訂
正もできないことから、このダストＤＴの侵入は、高密度記録のディスクカートリッジ１
０１においては致命的な欠陥となる。
【０００４】
そこで、例えば、図６２に示すように、シャッタ１０５のスライド方向である矢印ｕ、ｖ
方向の両端部分１０５ａの内側に一対の内側リブ１０７を平行状に形成する一方、ディス
クカートリッジ１０１の開口部１０４の両側部分の外側に一対の外側リブ１０８を平行状
に形成して、開口部１０４の両側の隙間１０６をほぼＬ型に屈曲させることにより、ディ
スクカートリッジ１０１内へのダストＤＴを含んだ空気ＡＲの侵入を幾らかでも軽減させ
ることが考えられる。
しかし、シャッタ１０５をディスクカートリッジ１０１に対して矢印ｕ、ｖ方向にスライ
ド動作させる構造上、シャッタ１０５とディスクカートリッジ１０１の開口部１０４の両
側部分との間の隙間１０６をゼロにすることはできず、ミクロンオーダのダストＤＴはこ
れらの隙間１０６からディスクカートリッジ１０１内に容易に侵入してしまう。
【０００５】
また、図６３に示すように、シャッタ１０５の両端部分１０５ａと、ディスクカートリッ
ジ１０１の開口部１０４の両側部分とのオーバーラップ量ＯＬ２を十分に長くして、一対
の隙間１０６から侵入されるダストＤＴを含んだ空気ＡＲの流路抵抗を大きくすることに
よって、その空気ＡＲの侵入を抑えることが考えられる。



(3) JP 4570826 B2 2010.10.27

10

20

30

40

50

しかし、この方法では、シャッタ１０５の移動（開閉）ストロークＳ２が大きくなり、小
型のディスクカートリッジ１０１には不適当となる上に、図６２に示したものと同様に、
ミクロンオーダのダストＤＴの侵入防止には難がある。
【０００６】
本発明は、上記の問題を解決するためになされたものであって、ダストを含んだ空気が開
口部を閉塞したシャッタとカートリッジとの相互に重なり合う箇所の隙間部分からカート
リッジ内に侵入することを効果的に防止することができるようにしたカートリッジを提供
することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するための本発明のカートリッジの請求項１は、
「開口部を開閉する一対のシャッタが備えられたカートリッジにおいて、
　前記一対のシャッタが相互に重なり合って前記開口部を閉塞した閉塞状態で、これら一
対のシャッタが相互に重なり合う箇所にオーバーラップ斜面が形成され、
　該オーバーラップ斜面間の隙間部分がダスト堆積部を有するラビリンス形状部に構成さ
れ、
　該ラビリンス形状部は、前記一対のシャッタの動作方向と直交する方向に、ダスト堆積
用凹部及び前記凹部を含む複数の凹凸部によって形成されていることを特徴とするカート
リッジ。」
である。
　また、本発明のカートリッジの請求項２は、
「回転自在のインナーロータと、
　前記インナーロータの回転によって開口部を開閉する一対のシャッタとが備えられたカ
ートリッジにおいて、
　前記一対のシャッタが相互に重なり合うことによって前記開口部を内側から閉塞した閉
塞状態で、これら一対のシャッタが相互に重なり合う箇所にオーバーラップ斜面が形成さ
れ、
　該オーバーラップ斜面間の隙間部分がダスト堆積部を有するラビリンス形状部に構成さ
れ、
　該ラビリンス形状部は、前記一対のシャッタの動作方向と直交する方向に、ダスト堆積
用凹部及び前記凹部を含む複数の凹凸部によって形成されていることを特徴とするカート
リッジ。」
である。
【０００８】
　上記のように構成された本発明の請求項１及び請求項２は、一対のシャッタがダスト堆
積部を有するオーバーラップ斜面部分で相互に重なり合ってカートリッジの開口部を閉塞
した時に、そのオーバーラップ斜面部分に形成されているラビリンス形状部が、複数のダ
スト堆積用凹部と複数の凸部によってジグザグ状に形成されているので、ダストを含んだ
空気がこのジグザグ状のラビリンス形状部の内部をジグザグ状に通過する際に、ダストを
空気から確実に分離して複数のダスト堆積用凹部内に堆積させることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を適用したディスクカートリッジの実施の形態を図を参照して、以下の順序
で説明する。
（１）・・・　インナロータ使用ディスクカートリッジの概要説明
（図１～図１３）
（２）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第１の防塵構造の説明
（図６～図１８）
（３）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第２の防塵構造の説明
（図２０～図２２）
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（４）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第３の防塵構造の説明
（図２３～図２６）
（５）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第４の防塵構造の説明
（図２７～図２９）
（６）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第５の防塵構造の説明
（図３０～図３４）
（７）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジのインナーロータ回転機構の説
明
（図３５～図５１）
（８）・・・　スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第１の防塵構造の説明
（図５２～図５４）
（９）・・・　スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第２の防塵構造の説明
（図５５～図５７）
（１０）・・　スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第３の防塵構造の説明
（図５８及び図５９）
【００１０】
（１）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの概要説明
まず、図１～図１３によって、インナーロータ使用ディスクカートリッジの概要について
説明する。
内部に記録媒体収納部が形成された記録媒体収納用のカートリッジの一例であるインナー
ロータ使用ディスクカートリッジ（以下、単に「ディスクカートリッジ」と記載する）１
の概要について説明するが、このディスクカートリッジ１の上下シェル２、３、インナー
ロータ４、一対のシャッタ９、１０等は合成樹脂等のモールド部材によって成形されたも
のである。そして、このディスクカートリッジ１はほぼ対称形状の上下シェル２、３を上
下から結合することによって扁平なほぼ方形状に構成されていて、このディスクカートリ
ッジ１の前面１ａは緩やかな円弧状に湾曲されていて、直線状に形成された後面１ｂの左
右両端には対称状のテーパ部が形成され、左右両側面１ｃ、１ｄはほぼ平行状に形成され
ていて、前面１ａ側には小角度のテーパ部（図示せず）が形成されている。そして、一方
の側面１ｃの厚さ方向の中央部に沿って凹溝３４が水平状に形成され、その凹溝３４の底
面３４ａに窓孔３５及び孔３９が開口されている。そして、下シェル３のほぼ中央部から
前面１ａの中央部にかけて長孔形状の開口部５が形成されていて、この開口部５の下シェ
ル３のほぼ中央部に形成されている円形孔部分がディスクテーブル挿入穴５ａに構成され
、それより前方側の長孔部分がピックアップ挿入孔５ｂに構成されている。従って、この
開口部５はディスクテーブルやピックアップ等の挿入部材の挿入用の開口部に構成されて
いる。
【００１１】
そして、インナーロータ４は円形の皿形に成形されていて、底部４ｂの外周に円形で垂直
状の外周壁４ｃが一体成形され、その底部４ｂの中央部から外周にかけて、下シェル３の
開口部５と相似形状の開口４ｄが形成されている。そして、このインナーロータ４が上下
シェル２、３間に形成された円形のインナーロータ収容部８内に水平状に組み込まれて、
回転自在に取り付けられていて、そのインナーロータ４の底部４ｂ上で、外周壁４ｃの内
部に形成された記録媒体収納部であるディスク収納部６内にディスク状記録媒体であるＤ
ＶＤ等のディスクＤが水平状で、回転自在及び一定量の上下動が可能な状態に収納されて
いる。
【００１２】
そして、上シェル２の下面の中央部に、強磁性部材で形成されたほぼ円盤形状のディスク
クランパ１１が上シェル２の下面に溶着等にて固着されたクランパ支持リング１２によっ
て取り付けられていて、このディスククランパ１１は上シェル２に対して回転自在である
と共に、上下方向に一定範囲内で昇降可能に支持されている。そして、上シェル２の上面
の中央部にはほぼＵ形状の膨出部２ａが形成されている。なお、ディスクカートリッジ１
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の他方の側面１ｄで前面１ａ側寄りの位置に半円形状のロック用凹部１３が形成されてい
る。
【００１３】
そして、ほぼ半円形状に成形されている薄板形状の一対のシャッタ９、１０がインナーロ
ータ４の底部４ｂと下シェル３との間に水平状に形成されたスペースであるシャッタ収納
スペース７内に同一高さで収納されている。
そして、インナーロータ４の回転によって一対のシャッタ９、１０を開閉駆動するシャッ
タ開閉機構１６がインナーロータ４の底部４ｂと、下シェル３との間に組み込まれている
。そして、このシャッタ開閉機構１６は、インナーロータ４の底部４ｂの下面で、１８０
°対向位置に一体成形されて、一対のシャッタ９、１０の互いに反対側の端部を回転自在
に支持し、自らもインナーロータ４と一体に回動される一対の回動支点ピン１７、１８と
、一対のシャッタ９、１０の互いに反対側の端部に形成されたほぼ平行状の一対のカム溝
１９、２０と、下シェル３の底部４ｂ上の１８０°対向位置に一体成形された固定ピンで
ある一対のカムピン２１、２２とによって構成された、いわゆるカム機構で構成されてい
る。
【００１４】
ここで、インナーロータ４の回転によって開閉されるシャッタ開閉機構１６の開閉動作を
説明すると、このシャッタ開閉機構１６は、図４、図７、図９及び図１１に示すように、
インナーロータ４が後述するシャッタ開閉開始位置（＝開口部閉塞位置）Ｐ１まで矢印ｂ
方向に回転復帰された状態では、インナーロータ４の底部４ｂの開口４ｄが下シェル３の
開口部５のディスクテーブル挿入孔５ａを中心に矢印ｂ方向に回転されて、その開口部５
のピックアップ挿入孔５ｂの外周端部がインナーロータ４の底部４ｂの外周部分４ｂ′で
内側から閉塞されている。そして、シャッタ開閉機構１６によって、一対のシャッタ９、
１０が矢印ｍ方向からほぼ平行運動によって閉じて、これら一対のシャッタ９、１０の端
縁に沿って平面形状がＺ形で、上下対称状に形成されている一対のオーバーラップ用斜面
９ａ、１０ａが開口部５のディスクテーブル挿入孔５ａ部分の中心付近を斜めに横切る位
置で、矢印ｍ方向から上下に重なり合って、下シェル３の開口部５で、ディスクテーブル
挿入孔５ａ及びピックアップ挿入孔５ｂの内周部分に重なっているインナーロータ４の開
口４ｄの開口領域がこれら一対のシャッタ９、１０によって内側から閉塞されている。
即ち、この開口部閉塞状態では、インナーロータ４の底部４ｂの外周部分４ｂ′と、それ
より内周側の一対のシャッタ９、１０とによって、下シェル３の開口部５の全域が完全に
閉塞された状態となる。なお、一対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａは、これらの長
さ方向の中央部に形成されている矢印ｍ方向に対して直交する直交面９ｂ、１０ｂを中心
として上下に反転されている。そして、シャッタ開閉機構１６によってオーバーラップ用
斜面９ａ、１０ａが矢印ｍ方向から重なり合わされる時に、これらの直交面９ｂ、１０ｂ
はシャッタ開閉機構１６による一対のシャッタ９、１０の矢印ｍ方向に対して直交する矢
印ｍ′方向の移動成分によって相互に密着されて開口部５を完全に閉塞することになる。
【００１５】
一方、このシャッタ開閉機構１６は、図８、図１０及び図１２に示すように、インナーロ
ータ４が後述するシャッタ開閉終了位置（＝開口部開放位置）Ｐ２まで矢印ａ方向に回転
されると、一対の回動支点ピン１７、１８の矢印ａ方向への回動動作に同期された一対の
カム溝１９、２０とカムピン２１、２２とによるいわゆるカム作用によって、一対のシャ
ッタ９、１０が互いに遠ざかる方向である矢印ｎ方向にほぼ平行運動によって離間回動さ
れて、これら一対のシャッタ９、１０が開口部５の両側位置まで平行状に開かれる。
そして、この際、インナーロータ４の開口４ｄが開口部５上に完全に重なって、この開口
部５の全域が完全に開放された状態となる。
【００１６】
（２）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第１の防塵構造の説明
次に、図６～図１９によって、ディスクカートリッジ１の第１の防塵構造について説明す
る。
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この第１の防塵構造は、インナーロータ４が図１２に示す開口部開放位置Ｐ２から図１１
に示す開口部閉塞位置Ｐ１まで矢印ｂ方向に回転復帰された時に、例えば、図１１にＧ部
分で示した３箇所等にて、３つのばね作用部４１のばね力によってインナーロータ４の円
形で垂直状の外周壁４ｃの３箇所に下向きの押圧力を発生させて、そのインナーロータ４
の底部４ｂを一対のシャッタ９、１０を介して下シェル３の底部３ａ上で、開口部５の周
辺部上に上方から弾性的に密着させることによって、ダスト（塵埃）がその開口部５から
ディスクカートリッジ１内へ侵入するのを防止することができるようにしたものである。
【００１７】
そこで、この第１の防塵構造の詳細を説明すると、ここでは、図１４～図１７に示すよう
に、合成樹脂等のモールド部材によって成形されたインナーロータ４の円形で垂直状の外
周壁４ｃの複数箇所である３箇所の頂部に複数個である３つのばね作用部４１を水平状に
一体成形している。この際、これら３つのばね作用部４１はそれぞれ両端部４１ａが外周
壁４ｃに一体に接続された両端支持ばり構造に構成されていて、これら３つのばね作用部
４１の上面の中央部にはほぼ半円形状の小突起４１ｂが一体成形されている。
【００１８】
そして、これら３つのばね作用部４１は、図１４～図１７に示すように、インナーロータ
４の底部４ｂから外周壁４ｃに下方から切り込まれた３つの金型挿入用切欠き４２の上部
に水平状に一体成形されたものである。
このように、インナーロータ４の底部４ｂから切り込まれて外周壁４ｃの頂部の水平状の
３つのばね作用部４１のそれぞれの下部に至る通常アンダーカット用切欠きと称される３
つの金型挿入用切欠き４２を形成した構造によれば、インナーロータ４を金型によって合
成樹脂等のモールド部材で射出成形する際に、構造が複雑なスライドコア（中子）を使用
する必要が全くない。つまり、構造が最も簡単な、単なる上下方向の２つ割り方式の金型
の一方である下側の金型に、３つの金型挿入用切欠き４２内に下方から挿入される凸部を
形成するだけで、３つのばね作用部４１をインナーロータ４に簡単に一体成形することが
できる。そして、２つ割り方式の金型は、スライドコアを使用する金型に比べて製造費用
を大幅に削減することができることから、インナーロータ４の製造コストを大幅に削減す
ることができる。
【００１９】
なお、図１４及び図１５には、インナーロータ４の外周壁４ｃの外周に一体成形されてい
る後述するシャッタ開閉開始用凸部２５が１つのばね作用部４１の外側で、金型挿入用切
欠き４２の外側を円周方向に横断されている様子が示されているが、このような複雑な構
造も、前述した上下方向の２つ割り方式の金型で、シャッタ開閉開始用凸部２５を金型挿
入用切欠き４２と同時に射出成形することができる。
【００２０】
そして、インナーロータ４の外周壁４ｃの頂部に一体成形された３つのばね作用部４１の
円周方向上での配置例としては、例えば、図１１に示すように、インナーロータ４が開口
部閉塞位置Ｐ１まで矢印ｂ方向に回転復帰された時に、２つのばね作用部４１が開口部５
のピックアップ挿入孔５ｂの前側に対してほぼ左右対称位置に配置され、１つのばね作用
部４１開口部５のディスクテーブル挿入孔５ａの後方側の中央位置に配置されるような配
置等が好ましい。
【００２１】
そして、上下シェル２、３間に形成されている円形のインナーロータ収納部８の頂部は、
上シェル２の内面（下面）に形成された円形溝８ａに形成されていて、その円形溝８ａの
下向きの底部８ｂの３箇所には、下方に向って凸形に形成されたカム凸部４３が一体成形
されている。そして、この３つのカム凸部４３は、図１１に示すように、インナーロータ
４が開口部閉塞位置Ｐ１まで矢印ｂ方向に回転復帰された時の３つのばね作用部４１の真
上位置にそれぞれ配置されていて、これら３つのカム凸部４３の少なくとも矢印ａ方向側
の側面には斜面４３ａが形成されている。
【００２２】



(7) JP 4570826 B2 2010.10.27

10

20

30

40

50

また、図１３に示すように、下シェル３の底部３ａの内面（上面）で、開口部５の周辺部
にはほぼＵ字状に形成された高さが低い開口部周辺リブ５ｃが一体成形されていて、図７
及び図１１に示すように、一対のシャッタ９、１０の下面９ｃ、１０ｃには、これら一対
のシャッタ９、１０が矢印ｍ方向から閉じて、これらのオーバーラップ用斜面９ａ、１０
ａが矢印ｍ方向から互いに重なり合うことによってほぼＵ字状に組み立てられて、下シェ
ル３の底部３ａの開口部周辺リブ５ｃ上に嵌合される深さの浅い溝状部９ｄ、１０ｄが形
成されている。なお、開口部周辺リブ５ｃのディスクテーブル挿入孔５ａとは反対側であ
るピックアップ挿入孔５ｂの外周部分にはシャッタ９、１０の厚み相当分だけ上方に突出
された段部５ｃ′が形成されていて、この段部５ｃ′上にインナーロータ４の底部４ｂの
外周部分４ｂ′が接触されるように構成されている。
【００２３】
この第１の防塵構造は、以上のように構成されていて、図８、図１０及び図１２に示すよ
うに、インナーロータ４が開口部開放位置Ｐ２まで矢印ａ方向に回転されて、一対のシャ
ッタ９、１０が矢印ｎ方向に開いて下シェル３の開口部５が開放された状態では、図１７
に１点鎖線で示すように、インナーロータ４の外周壁４ｃの頂部に一体成形されている３
つのばね作用部４１はそれぞれ３つのカム凸部４３から矢印ａ方向に一定距離だけ離間さ
れていて、これらのばね作用部４１は自身のばね力によって上方である矢印ｒ方向に水平
位置まで弾性復帰されている。そして、これらのばね作用部４１の中央上部の小突起４１
ｂは上シェル２の円形溝８ａの底部８ｂに下方から接触する位置か、又は底部８ｂより僅
かに低い位置に設定されている。
【００２４】
そして、図７、図９及び図１１に示すように、インナーロータ４が開口部閉塞位置Ｐ１ま
で矢印ｂ方向に回転復帰されると、一対のシャッタ９、１０が矢印ｍ方向から閉じて、一
対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａが矢印ｍ方向から互いに重なり合い、ほぼＵ字状
に形成された一対の溝状部９ｃ、１０ｃが下シェル３の開口部周辺リブ５ｃ上に嵌合され
て、下シェル３の開口部５が内側から閉塞された時に、図１７に実線で示すように、イン
ナーロータ４の外周壁４ｃの頂部に一体成形されている３つのばね作用部４３の小突起４
１ｂが上シェル２の円形溝８ａの底部８ｂに一体成形されている３つのカム凸部４３の下
に斜面４３ａを通ってすべり込む。
【００２５】
すると、これら３つのばね作用部４１が３つのカム凸部４３のほぼ高さ相当分Ｈ１だけ下
方である矢印ｓ方向にばね力に抗して弛み、その時のこれら３つのばね作用部４１の矢印
ｓ方向のばね力によって、図１６及び図１７に示すように、インナーロータ４が一対のシ
ャッタ９、１０を介して下シェル３の底部３ａ上に矢印ｓ方向から弾性的に押圧されて、
インナーロータ４の底部４ｂの外周部分４ｂ′と一対のシャッタ９、１０の溝状部９ｄ、
１０ｄが下シェル３の開口部周辺リブ５ｃ、５ｃ′上に矢印ｓ方向から弾性的に密着され
る。そして、下シェル３の開口部５が完全密閉される。
この結果、ダストＤＴを含んだ空気ＡＲが開口部５からディスクカートリッジ１内に侵入
されて、ダストＤＴが内部に収納されているディスクＤの表面に付着されてしまうことを
未然に防止することができる。
【００２６】
なお、図１８の（Ａ）（Ｂ）は３つのばね作用部４１の変形例を示したものであって、図
１８の（Ａ）に示したばね作用部４１は、インナーロータ４の外周壁４ｃで、そのばね作
用部４１の下部に水平状の長孔４４を形成したものであり、図１８の（Ｂ）に示したばね
作用部４１は一端４１ａのみを外周壁４ｃに一体に接続させた片持ちばり構造に構成した
ものである。なお、この３つのばね作用部４１の他の変形例としては、上シェル２の円形
溝８ａの底部に３つのばね作用部４１を下向き状に一体成形して、インナーロータ４の外
周壁４ｃの頂部に３つのカム凸部４３を上向きに一体成形した上下逆配置に構成すること
が可能であり、また、これら３つのばね作用部４１やカム凸部４３を板ばね等の別部材で
構成することも可能である。
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【００２７】
ところで、図１９は前述した３つのばね作用部４１を有していないインナーロータ４を使
用しているディスクカートリッジの問題点を説明している。　即ち、この場合は、インナ
ーロータ４の外周壁４ｃの頂部上に半円形状の小突起４１ｂのみを一体成形し、上シェル
２の円形溝８ａの下向きの底部に下方に向って凸形に形成されたカム凸部４３を一体成形
して、インナーロータ４が開口部開放位置Ｐ２から開口部閉塞位置Ｐ１まで回転復帰され
た時に、小突起４１ｂがカム凸部４３の下に斜面４３ａを通ってすべり込むことによって
、カム凸部４３でインナーロータ４を一対のシャッタ９、１０を介して下シェル３の底部
３ａ上に矢印ｓ方向から押圧するように構成されたものである。
【００２８】
しかし、この場合には、寸法公差等によって、インナーロータ４の小突起４１ｂと、カム
凸部４３との間に僅かでも隙間Ｇ１が発生すれば、開口部閉塞位置Ｐ１にて、カム凸部４
３がインナーロータ４を下シェル３の底部３ａ上に矢印ｓ方向から押圧することができな
くなり、前述した下シェル３の開口部５の密封性が損なわれてしまう。従って、ダストが
開口部５からディスクカートリッジ内に侵入してディスクの表面に付着され易く、防塵性
が著しく低い。
【００２９】
また、インナーロータ４の開口部開放位置Ｐ２と開口部閉塞位置Ｐ１との間の矢印ａ、ｂ
方向の回転範囲内では、インナーロータ４の小突起４１ａと、上シェル２の円形溝８ａの
底部８ｂとの間にほぼカム凸部４３の高さに相当する大きな隙間Ｇ２を形成しておかなけ
ればならないことから、インナーロータ４の開口部開放位置Ｐ２と開口部閉塞位置Ｐ１と
の間の回転範囲内では、インナーロータ４に上下方向のガタツキが発生し易く、一対のシ
ャッタ９、１０の開閉動作をスムーズに行えないと言う問題がある。
しかし、前述した本発明のディスクカートリッジ１の第１の防塵構造によれば、このよう
な問題点を全て克服することができる利点がある。
【００３０】
（３）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第２の防塵構造の説明　次に
、図２０～図２２によって、ディスクカートリッジ１の第２の防塵構造について説明する
。
この第２の防塵構造は、前述したように、インナーロータ４が図１２に示された開口部開
放位置Ｐ２から図１１に示された開口部閉塞位置Ｐ１まで矢印ｂ方向に回転復帰されて、
インナーロータ４の底部４ｂの外周部分４ｂ′と一対のシャッタ９、１０によって下シェ
ル３の開口部５を内側から閉塞した時に、その開口部５のほぼＵ字状の周辺部分５ｄをゴ
ムや軟質合成樹脂等の弾性部材４５によって完全密封することによって、ダストＤＴを含
んだ空気ＡＲがその開口部５からディスクカートリッジ１内へ侵入するのをより一層確実
に防止することができるようにしたものである。
【００３１】
そこで、下シェル３の開口部５のほぼＵ字状の周辺部分５ｄの上面に沿って弾性部材４５
を接着、嵌合、融着等の固定方法によってほぼＵ字状に付設したものである。この際、開
口部５の周辺部分５ｄのディスクテーブル挿入孔５ａとは反対側であるピックアップ挿入
孔５ｂの外周部分には、シャッタ９、１０の厚み相当分だけ上方に突出された段部５ｄ′
が形成されていて、弾性部材４５の外周部分４５′はほぼＺ形に屈曲されて段部５ｄ′上
まで付設されている。
【００３２】
従って、この第２の防塵構造によれば、インナーロータ４が開口部開放位置Ｐ２から開口
部閉塞位置Ｐ１まで矢印ｂ方向に回転復帰されて、インナーロータ４の底部４ｂの外周部
分４ｂ′と一対のシャッタ９、１０によって下シェル２の開口部５の全域が閉塞された時
に、これらインナーロータ４の底部４ｂの外周部分４ｂ′と一対のシャッタ９、１０が開
口部５の周辺部分５ｄのほぼＵ字状の弾性部材４５、４５′上にその弾性部材４５の弾性
に抗して密着される。
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この結果、開口部５の全域が弾性部材４５によって完全密封される高い防塵性を得ること
ができる。
【００３３】
なお、この第２の防塵構造には、前述した第１の防塵構造の複数の作用部４１及びカム凸
部４３を併用することにより、開口部閉塞位置Ｐ１にて、インナーロータ４の底部４ｂの
外周部分４ｂ′と一対のシャッタ９、１０を弾性部材４５、４５′上に、その弾性部材４
５自身の弾性力と、複数のばね作用部４１のばね力との合力によって相互に弾性的に圧着
させることができ、防塵性がより一層向上する。
【００３４】
（４）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第３の防塵構造の説明
次に、図２３～図２６によって、ディスクカートリッジの第３の防塵構造について説明す
る。なお、図２４～図２６は一対のシャッタ９、１０の位相を上下に反転た状態に示して
いる。
この第３の防塵構造は、前述したように、インナーロータ４が図１２に示された開口部開
放位置Ｐ２から図１１に示された開口部閉塞位置Ｐ１まで矢印ｂ方向に回転復帰されて、
一対のシャッタ９、１０の平面形状がほぼＺ形で、上下対称状に形成されたオーバーラッ
プ用斜面９ａ、１０ａが矢印ｍ方向から閉じて上下に重なり合う箇所、つまり、図１１に
Ｋ部分で示した箇所の隙間部分４６をゴムや軟質合成樹脂等の一対の弾性部材４７によっ
て完全密封することによって、一対のシャッタ９、１０のオーバーラップ用斜面９ａ、１
０ａ間の隙間部分４６からダストＤＴを含んだ空気ＡＲがディスクカートリッジ１内に侵
入するのを防止することができるようにしたものである。
【００３５】
この際、図２３及び図２４は、ほぼ帯状に形成された一対の弾性部材４７を一対のシャッ
タ９、１０のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａの対称位置に、矢印ｍ方向に対して直交
する方向に沿って接着、嵌合、融着等の固定方法によって平行状に付設したものである。
そして、これら一対の弾性部材４７の上下対称状の表面は矢印ｍ方向に沿った円弧状表面
４７ａに形成されている。
【００３６】
従って、この第３の防塵構造によれば、一対のシャッタ９、１０のオーバーラップ用斜面
９ａ、１０ａが矢印ｍ方向から閉じて上下に重なり合った時に、一対のオーバーラップ用
斜面９ａ、１０ａが一対の弾性部材４７の円弧状表面４７ａに矢印ｔ方向で示す上下両側
方から相互に弾性に抗して圧着されて、これら一対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａ
間の隙間部分４６を一対の弾性部材４７によって完全に閉塞することができる。
なお、一対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａの中央部分に形成されていて、矢印ｍ方
向に対して直交する直交面９ｂ、１０ｂは矢印ｍ方向に対して直交する矢印ｍ′方向から
相互に圧着されて開口部５を完全に閉塞する。
【００３７】
なお、図２５は一対の弾性部材４７を中心に沿って中空部４７ｂが形成されている変形し
易い形状であるチューブ状弾性部材に構成したものである。また、図２６は、図２３に示
された一対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａの矢印ｍ方向に対して直交する段部９ｅ
、１０ｅに沿って一対の弾性部材（チューブ状弾性部材）４７を接着、嵌合、融着等の固
定方法によって付設して、一対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａが矢印ｍ方向から閉
じた時に、これらの先端面９ｆ、１０ｆを一対の弾性部材４７に圧着させて、これらのオ
ーバーラップ用斜面９ａ、１０ａ間の隙間部分４６を閉塞するように構成したものである
。
【００３８】
（５）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第４の防塵構造の説明
次に、図２７～図２９によって、ディスクカートリッジの第４の防塵構造について説明す
る。なお、図２７～図２９は一対のシャッタ９、１０の位相を上下に反転した状態に示し
ている。
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この第４の防塵構造は、前述したように、インナーロータ４が図１２に示された開口部開
放位置Ｐ２から図１１に示された開口部閉塞位置Ｐ１まで矢印ｂ方向に回転復帰されて、
一対のシャッタ９、１０の平面形状がほぼＺ形で、上下対称状に形成されたオーバーラッ
プ用斜面９ａ、１０ａが矢印ｍ方向から閉じて上下に重なり合う箇所、つまり、図１１に
Ｋ部分で示した箇所の隙間部分をダスト堆積部である１つ又は複数のダスト堆積用凹部４
８ａを有するラビリンス形状部４８にすることによって、一対のシャッタ９、１０のオー
バーラップ用斜面９ａ、１０ａ間の隙間部分４６からダストＤＴが空気ＡＲと一緒にディ
スクカートリッジ１内に侵入するのを防止することができるようにしたものである。
【００３９】
この際、図２７及び図２８に示すように、ラビリンス形状部４８は、隙間部分４６の下側
に配置されていて、上方に向って開放されている１つ又は複数個の上向きのダスト堆積用
凹部４８ａと、その隙間部分４６の上側に配置されていて、これらの上向きのダスト堆積
用凹部４８ａ内に上方から挿入されている１つ又は複数個の下向きの凸部４８ｂの組み合
わせによってほぼジグザグ状に屈曲された狭い隙間に形成されている。但し、一対のオー
バーラップ用斜面９ａ、１０ａの矢印ｍ方向の先端部分であると共に、ラビリンス形状部
４８への空気ＡＲの流入側である端部には、隙間部分４６の下側に上向きの凸部４８ｃが
形成されていて、隙間部分４６の上側に形成された下向きの凹部４８ｄがその上向きの凸
部４８ｃに上側から挿入されている。そして、図２８に示すように、複数のダスト堆積用
凹部４８ａ及び凸部４８ｂと、半円形状の凸部４８ｃ及び凹部４８ｄは一対のオーバーラ
ップ用斜面９ａ、１０ａの長さ方向であって、図１１及び図２３に示されている矢印ｍ′
方向に沿ってほぼ平行状に延びる凸条形状や凹条形状に形成されている。
【００４０】
なお、ダスト堆積用凹部４８ａの剪断面形状がほぼ半円形状に形成され、それに上方から
挿入される凸部４８ｂの剪断面形状がほぼテーパー形状で、且つ、下端（先端）には丸み
（Ｒ形状）が形成されている。また、先端の凸部４８ｃと凹部４８ｄの剪断面形状はほぼ
半円形状に形成されている。そして、ダスト堆積用凹部４８ａ及びそれに上方から挿入さ
れている凸部４８ｂを一対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａの傾斜方向（矢印ｍ方向
）に沿って複数列状に形成する場合には、これらダスト堆積用凹部４８ａ及び凸部４８ｂ
の一対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａの傾斜方向の上流側の高さ（＝深さ）Ｈ１１
が高く、その傾斜方向の下流側の高さ（＝深さ）Ｈ１２が低くなるように構成されている
。
【００４１】
このラビリンス形状部４８は、例えば、隙間部分４６を、空気ＡＲの流入方向に沿って、
第１段である先端のほぼ半円形状の凸部４８ｃと凹部４８ｄとの間で狭い隙間４６ａとし
、第２段である次のほぼテーパー状の凸部４８ｂとほぼ半円形状の凹部４８ａとの間の上
流側で広い隙間４６ｂとし、第３であるその凸部４８ｂの先端とその凹部４８ａの中央部
との間で狭い隙間４６ｃとし、第４段であるその凸部４８ｂとその凹部４８ａとの間の下
流側で広い隙間４６ｄとし、第５段である２組の凸部４８ｂと凹部４８ａとの中間部分で
狭い隙間４６ｅとし、第６段であるその次のほぼテーパー状の凸部４８ｂとほぼ半円形状
の凹部４８ａとの間の上流側で広い隙間４６ｆとし、第７であるその凸部４８ｂの先端と
その凹部４８ａの中央部との間で狭い隙間４６ｇとし、第８段であるその凸部４８ｂとそ
の凹部４８ａとの間の下流側で広い隙間４６ｈとしている。従って、この隙間部分４６は
空気ＡＲの流入方向に沿って狭い隙間４６ａ、広い隙間４６ｂ、狭い隙間４６ｃ、広い隙
間４６ｄ、狭い隙間４６ｅ、広い隙間４６ｆ、狭い隙間４６ｇ、広い隙間４６ｈが交互に
配置されたジグザグ形状に構成されている。
【００４２】
従って、この第４の防塵構造によれば、図２７に示すように、一対のシャッタ９、１０の
オーバーラップ用斜面９ａ、１０ａが矢印ｍ方向から相互に重なり合わされて、前述した
ように、下シェル３の開口部５が閉塞された時に、下側に配置されている１つ又は複数の
上向きのダスト堆積用凹部４８ａ内に上側に配置されている１つ又は複数の下向きの凸部
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４８ｂが上方から挿入され、先端のほぼ半円形状の上向きの凸部４８ｃにほぼ半円形状の
下向きの凹部４８ｄが上方から挿入されて、ジグザグ状に屈曲された狭い隙間であるラビ
リンス形状部４８が形成されることになる。
【００４３】
この際、先端の上向きの凸部４８ｃの剪断面形状がほぼ半円形状に形成されていること、
及び、上側の複数の下向きの凸部４８ｂの剪断面形状がほぼテーパー形状で、下端（先端
）に丸み（Ｒ形状）が形成されているので、一対のオーバーラップ用斜面９ａ、１０ａが
矢印ｍ方向から相互に係合される際に、一対のシャッタ９、１０の一対のオーバーラップ
用斜面９ａ、１０ａ部分が上下方向である矢印ｔ、ｔ′方向に弾性に抗して撓みながら、
先端の上向きの凸部４８ｃが上側の複数の下向きの凸部４８ｂを矢印ｍ方向に順次スムー
ズに乗り越えて、下向きの凹部４８ｄにスムーズに係合することができる。
【００４４】
そして、ダストＤＴを含んだ空気ＡＲがラビリンス形状部４８の隙間部分４６内に、先端
の狭い隙間４６ａから侵入して、広い隙間４６ｂ、狭い隙間４６ｃ、広い隙間４６ｄ、狭
い隙間４６ｅ、広い隙間４６ｆ、狭い隙間４６ｇ、広い隙間４６ｈを順次通過するように
してジグザグ形状に屈曲されながら流入する。そして、その空気ＡＲが各狭い隙間４６ａ
、４６ｃ、４６ｅ、４６ｇから各広い隙間４６ｂ、４６ｄ、４６ｆ、４６ｈに順次流出さ
れる時に、その空気ＡＲが順次急激に膨張されて、その空気ＡＲの流度が順次弱められて
いくことになる。
【００４５】
そして、ダストＤＴを含んだ空気ＡＲがラビリンス形状部４８の隙間部分４６内で各狭い
隙間４６ａ、４６ｃ、４６ｅ、４６ｇから各広い隙間４６ｂ、４６ｄ、４６ｆ、４６ｈに
順次流出されて、その空気ＡＲの流度が順次弱められていく瞬間に、ダストＤＴが空気Ａ
Ｒから順次分離されて、隙間部分４６の下側に沿って形成されている複数のダスト堆積用
凹部４８ａ内に順次堆積されて行くことになる。
従って、ダストＤＴが空気ＡＲと一緒にディスクカートリッジ１内に侵入することを極力
防止することができる。
【００４６】
なお、特に、複数の上向きのダスト堆積用凹部４８ａ及び下向きの凸部４８ｂｂは必ずし
も矢印ｍ′方向に連続的に形成する必要はなく、例えば、図２９の（Ａ）に示すように、
矢印ｍ′方向に対して不連続状に形成しても良く、その際には、矢印ｍ方向に対して千鳥
状に形成（配置）することが好ましい。また、複数の下向きの凸部４８ｂ等は図２９の（
Ｂ）に示すような各種の形状を選択することが可能である。
【００４７】
（６）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジの第５の防塵構造の説明
次に、図３０～図３４によって、ディスクカートリッジの第５の防塵構造について説明す
る。
この第５の防塵構造は、前述したように、インナーロータ４が図１２に示された開口部開
放位置Ｐ２から図１１に示された開口部閉塞位置Ｐ１まで矢印ｂ方向に回転復帰されて、
インナーロータ４の底部４ｂの外周部分４ｂ′と一対のシャッタ９、１０とによって下シ
ェル３の開口部５が閉塞された時に、シャッタ９の外周にあって、図１１にＬ部分で示し
た箇所において、インナーロータ４の底部４ｂの外周部分４ｂ′の開口４ｄに隣接する部
分が下シェル３の開口部５に隣接する底部３ａに上方から重なり合う箇所の隙間部分５０
を複数の乱流発生用凹凸部５１ａを有する乱流発生構造部５１に形成することによって、
ダストＤＴが空気ＡＲと一緒に開口部５から上記隙間部分５０を通り、インナーロータ４
の開口４ｄからディスクカートリッジ１内に侵入するのを防止することができるようにし
たものである。
【００４８】
この際、図３０及び図３１に示すように、ダストＤＴを含んだ空気ＡＲが隙間部分５０を
通過する方向である矢印ｔ方向と直交する方向の乱流発生用凹凸部５１ａ、５１ｂを例え
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ば、インナーロータ４の底部４ｂの下面に形成しても良いし、その乱流発生用凹凸部５１
ａを下シェル３の底部３ａの上面に形成しても良い。また、その乱流発生用凹凸部５１ａ
をインナーロータ４の底部４ｂの下面と下シェル３の底部３ａの上面との両方に形成して
も良い。
【００４９】
従って、この第５の防塵構造によれば、図３１に示すように、ダストＤＴを含んだ空気Ａ
Ｒが、下シェル３の開口部５から隙間部分５０内に侵入して、この隙間部分５０内を矢印
ｔ方向に通過して、インナーロータ４の開口４ｄからディスクカートリッジ１内に侵入し
ようとする際に、その空気ＡＲが隙間部分５０内にて複数の乱流発生用凹凸部５１ａと緩
衝し、この空気ＡＲの乱れである乱流が発生する。そして、この空気ＡＲの乱流作用によ
り、ダストＤＴも隙間部分５０内で不規則に舞うことになり、ダストＤＴは隙間部分５０
内で舞っている途中において乱流発生用凹凸部５１ａの凹みやエッジ等に順次引っかけら
れるようにして次第に空気ＡＲから分離されて行くことになる。従って、ダストＤＴは隙
間部分５０内を完全に抜けきることができず、その隙間部分５０内の途中に堆積してしま
う。
この結果、ダストＤＴが空気ＡＲと一緒にディスクカートリッジ１内に侵入することを極
力防止することができる。
【００５０】
なお、複数の乱流発生用凹凸部５１ａ、５１ｂは図３０及び図３１に示したような剪断面
形状が角形の凹凸条形状である必要はなく、例えば、図３２に示す丸形が千鳥形状に並べ
られたものや、図３３に示すように長穴や丸穴が千鳥形状に並べられたものでも良いし、
図３４に示すように角形、三角形、丸形その他の異形状が組み合わされたものであっても
良い。
【００５１】
（７）・・・　インナーロータ使用ディスクカートリッジのインナーロータ回転機構の説
明
次に、図３５～図５１によって、ディスクカートリッジのインナーロータ回転機構につい
て説明する。
まず、図３５は、インナーロータ４がシャツタ開閉開始位置（＝開口部閉塞位置）Ｐ１ま
で矢印ｂ方向に戻されて、ロック部材３６によってロックされている初期状態の様子を示
している。
【００５２】
この時、インナーロータ４の外周面４ａに円弧状に一体成形されている円弧状凸部である
シャツタ開閉開始用凸部２５がディスクカートリッジ１の一方の側面１ｃに形成されてい
る凹溝３４の底部３４ａの長さ方向のほぼ中央位置に開口された長方形状の窓孔３５を通
して凹溝３４内に円弧状に突出されていて、このシャッタ開閉開始用凸部２５によって窓
孔３５が閉塞されている。そして、そのシャツタ開閉開始用凸部２５の円周方向のほぼ中
央位置に形成されているインナーロータ４における被回転開始部であるシャツタ開閉開始
用凹部２６がその窓孔３５の長さ方向のほぼ中央位置に位置決めされている。
【００５３】
そして、インナーロータ４の外周面４ａで、シャッタ開閉開始用凸部２５より矢印ｂ方向
側に円弧状に一体成形されている外周ギアである部分ギア２７が窓孔３５からディスクカ
ートリッジ１内の矢印ｂ方向側の位置に引き込まれて隠蔽されている。
また、インナーロータ４の外周面４ａで、部分ギア２７より矢印ｂ方向側に一定距離偏位
された位置に形成されているロック用凹部兼用のシャツタ開閉終了用凹部２８をロック部
材３６がロックしている。なお、このロック部材３６は合成樹脂等のモールド部品でほぼ
Ｙ形に構成されていて、下シェル３内のインナーロータ４の外周近傍位置に一体成形され
ている支点ピン３８の周りに矢印ｃ、ｄ方向に回転自在に取り付けられている。そして、
このロック部材３６のロック解除アーム３６ａの先端３６ｂが凹溝３４の底部３４ａで、
窓孔３５より前面１ａ側に偏位された位置に形成されている孔３９を通して凹溝３４内に
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矢印ｄ方向から突出されている。そして、このロック部材３６のロック解除アーム３６ａ
とは反対側にあってほぼ二又状に形成されているロックアーム３６ｃがモールドばね３６
ｄの弱いばね力によってインナーロータ４のシャツタ開閉終了用凹部２８内に係合されて
、インナーロータ４をロックしている。
【００５４】
従って、この初期状態では、図４８に示すように、ディスクカートリッジ１の下シェル３
の開口部５が一対のシャッタ９、１０によって内側から閉塞されていて、そのシャッタ９
、１０を開閉駆動するインナーロータ４の外周の部分ギア２７がディスクカートリッジ１
内に隠蔽されているので、ロック部材３６のロック解除アーム３６ａを指で矢印ｃ方向に
押して、インナーロータ４のロックを解除したとしても、その部分ギア２７をディスクカ
ートリッジ１の外部から指で操作して、インナーロータ４を回転し、シャッタ９、１０を
開くことができない。
【００５５】
次に、図３６～図４３は、後述するディスクドライブ装置内に設けられているインナーロ
ータ回転駆動手段であるラック部材７１がディスクカートリッジ１の一方の側面１ｃに沿
って矢印ｅ方向に相対的にスライド駆動される様子を示したものである。
そして、図３６に示すように、ラック部材７１がディスクカートリッジ１に対して所定位
置まで矢印ｅ方向にスライド駆動された時に、そのラック部材７１のインナーロータ回転
駆動開始部である先端７１ａ側のシャツタ開閉開始用凸部７２がロック部材３６のロック
解除アーム３６ａの先端３６ｂを矢印ｃ方向に押す。すると、このロック部材３６のロッ
クアーム３６ｃがモールドばね３６ｄに抗して矢印ｃ方向に回転されてインナーロータ４
のシャツタ開閉終了用凹部２８から離脱され、インナーロータ４のロックが解除される。
【００５６】
次に、ラック部材７１が引き続き矢印ｅ方向へスライド駆動されると、シャツタ開閉開始
用凸部７２がロック部材３６のロック解除アーム３６ａの先端３６ｂから矢印ｅ方向に外
れて、ロック部材３６のロック解除アーム３６ａの先端３６ｂがモールドばね３６ｄのば
ね力によって再び孔３９から凹溝３４内に矢印ｄ方向に再び突出される。
【００５７】
しかし、図３７に示すように、ラック部材７１のシャツタ開閉開始用凸部７２がインナー
ロータ４の外周のシャツタ開閉開始用凸部２５に矢印ｅ方向から当接されるのとほぼ同時
に、ラック部材７１のロック解除部兼用のラック７４の先端側がロック部材３６のロック
解除アーム３６ａの先端３６ｂに乗り上げて、このロック解除アーム３６ａを再び矢印ｃ
方向に押し込む。
すると、前述同様に、ロック部材３６のロックアーム３６ｃがモールドばね３６ｄのばね
力に抗してロック解除方向である矢印ｃ方向に回転付勢されて、ロック解除状態となり、
以後、インナーロータ４がシャツタ開閉終了位置の直前まで回転される間、ロック部材３
６はそのロック解除状態に保持される。
【００５８】
次に、図３８に示すように、ラック部材７１が引き続き矢印ｅ方向にスライド駆動される
と、その先端のシャツタ開閉開始用凸部７２がインナーロータ４のシャツタ開閉開始用凹
部２６内にモールドばね７３のばね力によって矢印ｇ方向から係合される。そして、ラッ
ク部材７１が引き続き矢印ｅ方向にスライド駆動されることによって、シャツタ開閉開始
用凸部７２がシャツタ開閉終了用凹部２８を矢印ａ方向に回転駆動して、インナーロータ
４がシャツタ開閉開始位置から矢印ａ方向に回転駆動開始されることになる。
【００５９】
次に、図３９に示すように、ラック部材７１が引き続き矢印ｅ方向にスライド駆動される
と、ラック部材７１のラック７４がインナーロータ４の外周の部分ギア２７に矢印ｅ方向
から噛合され、この噛合の直後に、ラック部材７１のシャツタ開閉開始用凸部７２がイン
ナーロータ４の外周のシャツタ開閉開始用凹部２６から相対的に矢印ｈ方向に離脱される
。
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そして、この後は、図３９～図４３に示すように、引き続き矢印ｅ方向にスライド駆動さ
れるラック部材７１のラック７４によってインナーロータ４の部分ギア２７がノンスリッ
プ状態で回転駆動されて、インナーロータ４がディスクカートリッジ１内で回転すべり摩
擦に抗して矢印ａ方向に強力に回転駆動されることになる。
【００６０】
この際、図３９～図４２に示すように、ラック部材７１のラック７４によるインナーロー
タ４の部分ギア２７の矢印ａ方向への回転途中において、シャッタ開閉終了用凹部２８か
ら外れたロックアーム３６ｃの先端はインナーロータ４の外周面４ａの外周に円弧状に一
体成形されているシャツタ開閉終了用凸部２９上まで緩やかな斜面２９ｂで案内されて乗
り上げる。そして、ロック部材３６のロック解除アーム３６ａの先端３６ｂはディスクカ
ートリッジ１の凹溝３４の底部３４ａとほぼ面一状態となる位置間で引き込まれる。従っ
て、図４１～図４２間では、ラック部材７１はロック部材３６のロック解除アーム３６ａ
の先端３６ｂを押し込むことにっよて発生する負荷を受けることが無くなり、矢印ｅ方向
にスムーズに移動することができる。
【００６１】
そして、図４３がインナーロータ４のシャツタ開閉終了位置（＝開口部開放位置）Ｐ２を
示したものであって、ラック部材７１が図４２に示す位置から図４３に示す位置に至る直
前に、そのラック部材７１のシャツタ開閉終了用凸部７５がモールドばね７６のばね力に
よってインナーロータ４の外周のシャツタ開閉終了用凹部２８内にモールドばね７６によ
って矢印ｉ方向から係合され、その直後に、ラック部材７１のラック７４がインナーロー
タ４の外周の部分ギア２７から離脱される。
【００６２】
そして、ラック部材７１が図４３に示すスライド終了位置まで矢印ｅ方向に引き続き矢印
ｅ方向にスライド駆動されることにより、シャツタ開閉終了用凸部７５がシャツタ開閉終
了用凹部２８を矢印ａ方向に回転駆動して、インナーロータ４がこの図９に示すシャツタ
開閉終了位置まで矢印ａ方向に回転駆動される。そして、インナーロータ４の外周のシャ
ツタ開閉開始用凹部２５の矢印ａ方向側の端面２５ａ等が、ディスクカートリッジ１内の
インナーロータストッパ３０に矢印ａ方向から当接して、インナーロータ４がシャツタ開
閉終了位置で停止され、これとほぼ同時に、ロック部材３６のロックアーム３６ｃの先端
がモールドばね３６ｄのばね力によってインナーロータ４の外周のシャツタ開閉終了用凸
部２９の矢印ｂ方向側の端部に形成されているロック用段差部２９ａに矢印ｃ方向から落
ち込んで、インナーロータ４がシャツタ開閉終了位置にてインナーロータストッパ３０と
ロックアーム６３ｃとの間でロックされる。
そして、この時点で、前述したように、一対のシャッタ９、１０がシャツタ開閉終了位置
（＝開口部開放位置）Ｐ２まで完全に開かれて、ディスクカートリッジ１のピックアップ
挿入孔７が完全開放されることになる。
【００６３】
なお、ラック部材７１のディスクカートリッジ１に対する矢印ｆ方向のスライド駆動によ
って、インナーロータ４を図４３に示すシャツタ開閉終了位置（＝開口部開放位置）Ｐ２
から図３８に示すシャツタ開閉開始位置（＝開口部閉塞位置）Ｐ１まで回転駆動して、後
述するように、一対のシャッタ９、１０をシャツタ開閉開始位置まで閉じる動作は、上述
した動作の逆動作となる。
つまり、ラック部材７１が図４３に示すシャツタ開閉終了位置から矢印ｆ方向にスライド
駆動されると、ラック部材７１のシャツタ開閉終了用凹部２８が矢印ｂ方向に回転駆動さ
れる。この時、図４２に示すように、ロック部材３６のロックアーム３６ｃがモールドば
ね３６ｄのばね力に抗してインナーロータ４のシャツタ開閉終了用凸部２９上に乗り上げ
る。
【００６４】
そして、図４２～図３９に示すように、ラック部材７１のラック７４がインナーロータ４
の外周の部分ギア２７に噛合されて、インナーロータ４が矢印ｂ方向にノンスリップ状態
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で回転駆動された後、図３８に示すように、ラック部材７１のシャツタ開閉開始用凸部７
２によってインナーロータ４の外周のシャツタ開閉開始用凹部２６が矢印ｂ方向に回転駆
動されて、インナーロータ４がシャツタ開閉開始位置まで矢印ｂ方向に戻される。そして
、インナーロータ４の外周に一体成形されているストッパ用凸部３１等がディスクカート
リッジ１のインナーロータストッパ３０に矢印ｂ方向から当接して、インナーロータ４が
シャツタ開閉開始位置で停止される。そして、これとほぼ同時に、ロック部材３６のロッ
クアーム３６ｃがインナーロータ４のロック用凹部兼用のシャツタ開閉終了用凹部２８内
に係合されて、インナーロータ４がシャツタ開閉開始位置に再びロックされる。
【００６５】
そして、図３７～図３５に示すように、ラック部材７１が引き続き矢印ｆ方向にスライド
駆動されて、シャッタ開閉開始用凸部７２がインナーロータ４の外周のシャッタ開閉開始
用凹部２６からモールドばね７３のばね力に抗して離脱して、ラック部材７１がディスク
カートリッジ１から矢印ｆ方向に切り離されることになる。
【００６６】
次に、図４４～図５０によって、インナーロータ４の回転によって開閉されるシャッタ開
閉機構１６の開閉動作を説明すると、このシャッタ開閉機構１６は、図４４に示すように
、インナーロータ４が前述したシャッタ開閉開始位置（＝開口部閉塞位置）Ｐ１まで矢印
ｂ方向に回転復帰された状態では、一対のシャッタ９、１０が一対の回動支点ピン１７、
１８を中心に矢印ｍ方向から回動してピックアップ挿入孔５の中心付近を斜めに横切るシ
ャツタ閉塞位置にて互いにほぼ平行運動によって近接される。そして、これら一対のシャ
ツタ９、１０の端縁に沿ってＺ形で、上下対称状に形成されているオーバーラップ用斜面
９ａ、１０ａで上下から重なり合って、下シェル３のピックアップ挿入孔５とインナーロ
ータ４の開口４ｄとの中央重なり部分の開口部を閉塞している。
即ち、このシャッタ閉塞状態では、インナーロータ４の底部４ｂと、一対のシャッタ９、
１０とによって、下シェル３のピックアップ挿入孔５の全域が完全に閉塞されている状態
となる。
【００６７】
一方、このシャッタ開閉機構１６は、図４５及び図５０に示すように、インナーロータ４
が前述したシャッタ開閉終了位置（＝開口部開放位置）Ｐ２まで矢印ａ方向に回転される
と、一対の回動支点ピン１７、１８の矢印ａ方向への回動動作に同期された一対のカム溝
１９、２０とカムピン２１、２２とによるいわゆるカム作用によって、一対のシャッタ９
、１０が一対の回動支点ピン１７、１８を中心として互いに遠ざかる方向である矢印ｎ方
向に回動されて、これら一対のシャッタ９、１０がピックアップ挿入孔５の両側位置まで
ほぼ平行運動によって平行状に開かれる。
そして、この際、インナーロータ４の開口４ｄがピックアップ挿入孔５上に完全に重なっ
て、このピックアップ挿入孔５の全域が完全に開放された状態となる。
【００６８】
次に、図５１は、ディスクドライブ装置６１を示したものであって、ディスクカートリッ
ジ１がフロントパネル６２の上部側に形成されているスリット形状のカートリッジ挿入口
６３から内部のカートリッジホルダ６４内に矢印ｏ方向に挿入されて、そのディスクカー
トリッジ１の他方の側面１ｄに形成されているロック用凹部１３にカートリッジホルダ６
４内に取り付けられているロック手段であるロックアーム６７が係合されて、このディス
クカートリッジ１がカートリッジホルダ６４内にロック（保持）される。
【００６９】
そして、この後に、前述したようにラック部材７１によって、インナーロータ４が回転駆
動されて、シャッタ９、１０が矢印ｍ方向に開放される。
そして、この後、カートリッジホルダ６４がそのまま水平に下降されるか、或いは後方へ
一度水平に引き込まれた後に、水平に下降されて位置決めされると、ディスクカートリッ
ジ１のピックアップ挿入孔５内にスピンドルモータのディスクテーブル及び光学ピックア
ップ等（何れも図示せず）が下方から相対的に挿入される。そして、ディスクテーブルに
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よってディスクＤがインナーロータ４内のディスク収納部６の上下中間位置まで浮上され
ると共に、ディスククランパ１１によってディスクテーブル上にセンターリング及びチャ
ッキングされる。
そして、スピンドルモータによってディスクＤが一定速度で回転駆動され、ディスクＤに
光学ピックアップ等によってデータの記録及び／又は再生が行われるように構成されてい
る。
【００７０】
（８）・・・　スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第１の防塵構造の説明
次に、図５２～図５４によって、スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第１の防
塵構造について説明する。
図５２に示すように、内部に記録媒体収納部が形成された記録媒体収納用のカートリッジ
の一例であるスライドシャッタ使用ディスクカートリッジ（以下、単に「ディスクカート
リッジ」と記載する）８１は合成樹脂等のモールド部材によって成形された上下シェル８
２、８３を上下から結合することによって扁平な方形状に形成されている。そして、この
ディスクカートリッジ８１の内部に形成されている扁平で、円形状のディスク収納部８４
内にディスク状記録媒体であるＤＶＤ等のディスクＤが水平状で、回転自在及び一定量の
上下動が可能な状態に収納されている。
【００７１】
そして、ピックアップ挿入用やディスクテーブル挿入用の開口部８５が下シェル８３や上
下シェル８３、８４の中央部に沿って形成されていて、これらの開口部８５を開閉するほ
ぼＬ型やコ字状等の１枚のシャッタ８６が下シェル８３や上下シェル８２、８３の外側に
取り付けられていて、このシャッタ８６をディスクカートリッジ８１の前端面や横側面等
の一側面８１ａに沿って矢印ｕ、ｖ方向にスライドさせることによって開口部８５を開閉
するように構成されている。なお、このシャッタ８６は合成樹脂等のモールド部材やステ
ンレス等の金属薄板等によって形成されている。
【００７２】
そして、この第１の防塵構造は、シャッタ８６を開口部閉塞位置Ｐ２１まで矢印ｖ方向に
スライド復帰させた時に、図５２にＮ部分で示す部分であって、シャッタ８６のスライド
方向である矢印ｕ、ｖ方向の両端部分８６ａと、ディスクカートリッジ８１の下シェル８
３又は上下シェル８２、８３の開口部８５の両端部分８１ｂとが上下から重なり合う箇所
の隙間部分８７をゴムや軟質合成樹脂等の弾性部材８８によって完全密封することによっ
て、ダストＤＴを含んだ空気ＡＲが開口部８５からディスクカートリッジ８１内に侵入す
るのを防止することができるようにしたものである。
【００７３】
そして、この第１の防塵構造は、図５３に示すように、ディスクカートリッジ８１の開口
部８５の両側部分８１ｂの外側に一対のリブ８１ｃを形成すると共に、シャッタ８６の両
端部分８６ａの内側にも一対のリブ８６ｂを形成して、ディスクカートリッジ８１の開口
部８５の両側部分８１ｂで、一対のリブ８１ｃに対するシャッタ開放方向である矢印ｕ方
向の隣接位置に帯状の一対の弾性部材８８を接着、嵌合、融着等の固定方法によって平行
状に付設したものである。
【００７４】
従って、この第１の防塵構造によれば、シャッタ８６を開口部閉塞位置Ｐ２１まで矢印ｖ
方向にスライド復帰させた時に、そのシャッタ８６の両端部分８６ａが一対の弾性部材８
８にその弾性に抗して圧着されて、開口部８５が完全密封されるので、ダストＤＴを含ん
だ空気ＡＲがこの開口部８５からディスクカートリッジ８１内に侵入されることを確実に
防止することができる。
【００７５】
この際、図５４の（Ａ）は、弾性部材８８の剪断面形状をチューブ状に形成したものであ
り、図５４の（Ｂ）は弾性部材８８の剪断面形状をループ状に形成したものである。この
ように弾性部材８８を変形し易いチューブ状やループ状に形成すれば、これらの弾性部材
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８８に対するシャッタ８６の両端部分８６ａの圧着による密着性が向上して、ダストＤＴ
を含んだ空気ＡＲが開口部８５からディスクカートリッジ８１に侵入されることをより一
層確実に防止することができる。
【００７６】
また、図５４の（Ｃ）はシャッタ８６の両端部分８６ａをチューブ状等の変形し易い形状
に形成されている一対の弾性部材８８の頂部にシャッタ８６の両端部分８６ａに形成した
一対のリブ８６ｂを弾性に抗して圧着させるように構成したものである。
このように構成した場合には、シャッタ８６を開口部８５の中心に対して矢印ｕ方向と矢
印ｖ方向の何れの方向にもスライドさせることが可能になる。
【００７７】
（９）・・・　スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第２の防塵構造の説明
次に、図５５～図５７によって、スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第２の防
塵構造について説明する。
この第２の防塵構造は、シャッタ８６を開口部閉塞位置Ｐ２１まで矢印ｖ方向にスライド
復帰させた時に、図５２にＮ部分で示す部分であって、シャッタ８６のスライド方向であ
る矢印ｕ、ｖ方向の両端部分８６ａと、ディスクカートリッジ８１の下シェル８３又は上
下シェル８２、８３の開口部８５の両側部分８１ｂとが上下から重なり合う部分の隙間部
分８７にダスト堆積用凹部８９ａを有するラビリンス形状部８９を形成することによって
、ダストＤＴが空気ＡＲと一緒に開口部８５からディスクカートリッジ８１内に侵入する
のを防止することができるようにしたものである。
【００７８】
そして、この第２の防塵構造は、図５５に示すように、ディスクカートリッジ８１の開口
部８５の両側部分８１ｂの外側に形成した一対のリブ８９ｂ、８９ｃと、シャッタ８６の
両端部分８６ａの内側に形成した一対のリブ８６ｂとの間にほぼコ字状に形成されたダス
ト堆積用凹部８９ａを有するラビリンス形状部８９を設けたものである。この際、一対の
リブ８９ｂ、８９ｃのうち、シャッタ閉塞方向である矢印ｖ方向側のリブ８９ｂの高さが
高く構成されていて、これらのリブ８９ｂがシャッタ８６の開口部閉塞位置Ｐ２１でのス
トッパーに兼用されている。
【００７９】
また、シャッタ開放方向である矢印ｕ方向のリブ８９ｃの高さが低く構成されると共に、
これらのリブ８９ｃとシャッタ８６のリブ８６ｂとの相対向する先端部分にはＣ面やＲ面
等の逃げ面８９ｄ、８６ｃが形成されている。そして、シャッタ８６が開口部閉塞位置Ｐ
２１まで矢印ｖ方向にスライド復帰される時に、シャッタ８６の一対のリブ８６ｂがディ
スクカートリッジ８１の一対のリブ８９ｃを、これらの逃げ面８１ｃ、８９ｄによって相
互に逃げるようにして、これらシャッタ８６及びディスクカートリッジ８１の弾性に抗し
て矢印ｖ方向に乗り越えて一対のリブ８９ｂ、８９ｃ間に嵌め込むことによって、一対の
ダスト堆積用凹部８９ａが形成されるように構成されている。
【００８０】
そして、この第２の防塵構造によれば、ダストＤＴを含んだ空気ＡＲがラビリンス形状部
８９をほぼコ字状に屈曲されながら通過して、開口部８５からディスクカートリッジ８１
内に侵入する際に、ラビリンス形状部８９内で、その空気ＡＲの流速が急激に弱められて
、ダストＤＴが空気ＡＲから分離してダスト堆積用凹部８９ａ内に堆積されることになり
、ダストＤＴが開口部８５からディスクカートリッジ８１内に侵入されることを極力防止
することができる。
なお、図５６に示す第２の防塵構造は、ディスクカートリッジ８１の開口部８５の両側部
分の各一対のリブ８９ｂ、８９ｃの高さを同じにして、これら両方のリブ８９ｂ、８９ｃ
の先端部分にＣ面やＲ面等の逃げ面８９ｄを形成したものである。
【００８１】
このように構成した場合には、シャッタ８９を開口部８５の中心に対して矢印ｕ方向と矢
印ｖ方向の何れの方向にもスライドさせることが可能になる。即ち、シャッタ８９を矢印
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ｕ方向にスライドさせる時には、前述したように、シャッタ８６の一対のリブ８６ｂがデ
ィスクカートリッジ８１の一対のリブ８９ｃをこれらの逃げ面８１ｃ、８９ｄによって相
互に逃げるようにして、これらシャッタ８６及びディスクカートリッジ８１の弾性に抗し
て矢印ｕ方向に乗り越えることができ、同様に、シャッタ８９を矢印ｖ方向にスライドさ
せる時には、シャッタ８６の一対のリブ８６ｂがディスクカートリッジ８１の一対のリブ
８９ｂをこれらの逃げ面８１ｃ、８９ｄによって相互に逃げるようにして、これらシャッ
タ８６及びディスクカートリッジ８１の弾性に抗して矢印ｖ方向に乗り越えることができ
る。
【００８２】
次に、図５７に示した第１の防塵構造は、図５２にＯ部分で示す部分であって、シャッタ
８６のスライド方向である矢印ｕ、ｖ方向に対して直交する方向の一端部又は両端部に、
シャッタ８６のスライド方向である矢印ｕ、ｖ方向と平行な方向に沿ったラビリンス形状
部９０を形成したものである。そして、この場合は、シャッタ８６に形成されたリブ８６
ｄがディスクカートリッジ８１に形成されている一対のリブ８９ｅ間に挿入されて、ほぼ
コ字状のラビリンス形状部９０が形成されていて、シャッタ８６のリブ８６ｄはラビリン
ス形状部９０内で一対のリブ８９ｅと平行な方向である矢印ｕ、ｖ方向にスライドされる
ものである。
【００８３】
（１０）・・・　スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第３の防塵構造の説明
次に、図５８及び図５９によって、スライドシャッタ使用ディスクカートリッジの第３の
防塵構造について説明する。
この第３の防塵構造は、シャッタ８６を開口部閉塞位置Ｐ２１まで矢印ｖ方向にスライド
復帰させた時に、図５２にＭ部分で示す部分であって、シャッタ８６のスライド方向であ
る矢印ｕ、ｖ方向の両端部分８６ａと、ディスクカートリッジ８１の下シェル８３又は上
下シェル８２、８３の開口部８５の両側部分８１ｂとが上下から重なり合う部分の隙間部
分９１に複数の乱流発生用凹凸部９２ａ、９２ｂを有する乱流発生構造部９２を形成する
ことによって、ダストＤＴが空気ＡＲと一緒に開口部８５からディスクカートリッジ８１
内に侵入するのを防止することができるようにしたものである。
【００８４】
即ち、この第３の防塵構造は、図５８に示すように、シャッタ８６を開口部閉塞位置２１
まで矢印ｖ方向にスライド復帰させた状態で、ディスクカートリッジ８１の下シェル８３
又は上下シェル８２、８３の開口部８５の両側部分８１ｂがシャッタ８６の両端部分８６
ａに上下から重なり合うことができるように、これらの両側部分８１ｂをシャッタ８６に
一定寸法ＯＬ２１、ＯＬ２２分オーバーラップさせる。そして、これらの両側部分８１ｂ
とシャッタ８６の両端部分８６ａとの間の隙間部分９１で、ディスクカートリッジ８１側
又はシャッタ８６側に複数の乱流発生用凹凸部９２ａを形成することによって、この隙間
部分９１内を乱流発生構造部９２に形成したものである。
【００８５】
この第３の防塵構造によれば、ダストＤＴを含んだ空気ＡＲが一対の乱流発生構造部９２
内に侵入して、この乱流発生構造部９２内を通って開口部８５からディスクカートリッジ
８１内に侵入しようとする際に、空気ＡＲが複数の乱流発生用凹凸部９２ａに衝突して方
向変換等が繰り返し行われることにより、その空気ＡＲに乱流が発生する。そして、この
空気ＡＲの乱流の発生によってダストＤＴが乱流発生構造部９２内で舞い上がり、その舞
い上がったダストはＤＴは複数の乱流発生用凹凸部９２ａの凹部や凸部に順次引っかけら
れるようにして次第に空気ＡＲから分離されて、複数の乱流発生用凹凸部９２ａ内に堆積
されてしまう。
この結果、ダストＤＴが空気ＡＲと一緒に開口部８５からディスクカートリッジ８１内に
侵入することを極力防止することができる。
【００８６】
そして、図５９は、一対の乱流発生構造部９２の上下両側面であるディスクカートリッジ
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８１側とシャッタ８６側との両方に複数の乱流発生用凹凸部９２ａを上下から対向する形
態等に形成したものである。
このように構成した場合には、ダストＤＴを含んだ空気ＡＲが乱流発生構造部９２内を通
って開口部８５からディスクカートリッジ８１内に侵入しようとする際に、上下両側の乱
流発生用凹凸部９２ａによって空気ＡＲの乱流が促進されるので、ダストＤＴを空気ＡＲ
から容易に分離して、複数の乱流発生用凹凸部９２ａ内に堆積し易くなる。
【００８７】
以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は上記した実施の形態に示された
インナーロータ使用ディスクカートリッジ１やスライドシャッタ使用ディスクカートリッ
ジ８１に限定されることなく、各種のディスク状記録媒体やカード状等の記録媒体、その
他クリーニングディスク等の記録媒体以外の被収納部材を収納することができる各種のカ
ートリッジに適用可能である。
また、本発明は、上シェルの全部又は一部を下シェルに対して開閉自在に構成して、各種
の被収納部材を出し入れ可能に収納するようにして、通常、キャディと称されるカートリ
ッジにも適用可能である。
【００８８】
【発明の効果】
　以上のように構成された本発明のカートリッジは、一対のシャッタがダスト堆積部を有
するオーバーラップ斜面部分で相互に重なり合ってカートリッジの開口部を閉塞した時に
、そのオーバーラップ斜面部分に形成されているラビリンス形状部が、複数のダスト堆積
用凹部と複数の凸部によってジグザグ状に形成されているので、ダストを含んだ空気がこ
のジグザグ状のラビリンス形状部の内部をジグザグ状に通過する際に、ダストを空気から
確実に分離して複数のダスト堆積用凹部内に堆積させることができる。従って、ダストが
空気と一緒に開口部からカートリッジ内に侵入して記録媒体の表面等に付着して、データ
の記録及び／又は再生時のエラーとなったり、記録媒体の表面等に付着したダストが光学
ピックアップの対物レンズの表面に落下して、レーザビームを正しく照射できなくなって
、データの記録及び／又は再生のエラーを発生するような不都合を未然に防止することが
できる。従って、記録媒体をダストから確実に保護することができるので、記録媒体の高
密度記録化を大幅に促進することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明を適用したインナーロータ使用ディスクカートリッジの斜視図である。
【図２】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの上下シェルを分解した斜視
図であって、上下シェルの位相を上下に反転して示した斜視図である。
【図３】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジのディスク、インナーロータ
、一対のシャッタの分解斜視図であって、これらディスク、インナーロータ、一対のシャ
ッタの位相を上下に反転して示した斜視図である。
【図４】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジを中央で切断して正面側から
見た断面図である。
【図５】同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの下シェルの上面図である。
【図６】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの上シェルの下面図である。
【図７】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジのインナーロータと一対のシ
ャッタの下面側の斜視図であって、一対のシャッタの閉塞状態を示した斜視図である。
【図８】　図７の一対のシャッタの開放状態を示した斜視図である。
【図９】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの下シェルと一対のシャッタ
の上面側の斜視図であって、一対のシャッタの閉塞状態を示した斜視図である。
【図１０】　図９の一対のシャッタの開放状態を示した斜視図である。
【図１１】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの下シェル、インナーロー
タ及び一対のシャッタを示した上面図であって、一対のシャッタの閉塞状態を示した上面
図である。
【図１２】　図１１の一対のシャッタの開放状態を示した上面図である。
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【図１３】　図１１のＡ－Ａ矢視及びＢ－Ｂ矢視での拡大断面図である。
【図１４】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジのインナーロータの斜視図
である。
【図１５】　同上のインナーロータのばね作用部を説明する図１４のＣ部分を拡大して示
した上面図と、その上面図のＤ－Ｄ矢視図、Ｅ－Ｅ矢視図及びＦ－Ｆ矢視図である。
【図１６】　同上のインナーロータのばね作用部を備えた第１の防塵構造を説明する図１
１のＧ部分の拡大断面図である。
【図１７】　同上のインナーロータのばね作用部を備えた第１の防塵構造を説明する図１
６のＨ－Ｈ矢視での側面図である。
【図１８】　同上のインナーロータのばね作用部の２つの変形例を説明する側面図である
。
【図１９】　同上のインナーロータのばね作用部の基本的な構造の問題点を説明する側面
図である。
【図２０】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの下シェルの上面図であっ
て、この下シェルの開口部の周辺部を防塵する弾性部材を備えた第２の防塵構造を説明す
る上面図である。
【図２１】　同上の第２の防塵構造を説明する図２０のＩ－Ｉ矢視及びＪ－Ｊ矢視での拡
大断面図である。
【図２２】　同上の第２の防塵構造を説明する図１６と同様の拡大断面図である。
【図２３】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの一対のシャッタの斜視図
であって、これらのシャッタのオーバーラップ用斜面部分を防塵する弾性部材を備えた第
３の防塵構造を説明する斜視図である。
【図２４】　図２３の一対のシャッタのオーバーラップ用斜面部分を防塵する第３の防塵
構造を説明する図１１のＫ部分に相当する拡大断面図であって、一対のシャッタの位相を
上下に反転して示した拡大断面図である。
【図２５】　同上の第３の防塵構造における弾性部材の第１の変形例を示した図２４と同
様の断面図である。
【図２６】　同上の第３の防塵構造における弾性部材の第２の変形例を示した図２４と同
様の断面図である。
【図２７】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの一対のシャッタのオーバ
ーラップ用斜面部分を防塵するラビリンス形状部を備えた第４の防塵構造を説明する図１
１のＫ部分に相当する拡大断面図であって、一対のシャッタの位相を上下に反転して示し
た断面図である。
【図２８】　図２７の一対のオーバーラップ用斜面部分を分解して示した斜視図である。
【図２９】　同上の第４の防塵構造におけるラビリンス形状部を構成する構造部の複数の
変形例を示した斜視図及び複数の断面図である。
【図３０】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの下シェルとインナーロー
タの外周部分との間を防塵する乱流発生構造部を備えた第５の防塵構造を説明する図１１
のＬ部分に相当するインナーロータの底部の一部を拡大して示した下面図である。
【図３１】　同上の第５の防塵構造を説明する図３０のＭ－Ｍ矢視での拡大断面図であっ
て、下シェルとインナーロータの位相を上下に反転して示した断面図である。
【図３２】　同上の第５の防塵構造におけるラビリンス形状部を構成する構造部の第１の
変形例を示した図３０と同様の下面図である。
【図３３】　同上の第５の防塵構造におけるラビリンス形状部を構成する構造部の第２の
変形例を示した図３０と同様の下面図である。
【図３４】　同上の第５の防塵構造におけるラビリンス形状部を構成する構造部の第３の
変形例を示した図３０と同様の下面図である。
【図３５】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジにおけるラック部材を使用
したインナーロータ回転機構を説明するインナーロータの回転初期状態を示した一部切欠
き下面図である。



(21) JP 4570826 B2 2010.10.27

10

20

30

40

50

【図３６】　図３５の初期状態からインナーロータのラック部材による回転駆動の開始を
示した一部切欠き下面図である。
【図３７】　図３６に連続したインナーロータのラック部材による回転駆動動作を示した
一部切欠き下面図である。
【図３８】　図３７に連続したインナーロータのラック部材による回転駆動動作を示した
一部切欠き下面図である。
【図３９】　図３８に連続したインナーロータのラック部材による回転駆動動作を示した
一部切欠き下面図である。
【図４０】　図３９に連続したインナーロータのラック部材による回転駆動動作を示した
一部切欠き下面図である。
【図４１】　図４０に連続したインナーロータのラック部材による回転駆動動作を示した
一部切欠き下面図である。
【図４２】　図４１に連続したインナーロータのラック部材による回転駆動動作を示した
一部切欠き下面図である。
【図４３】　図４２に連続したインナーロータのラック部材による回転駆動動作を示した
一部切欠き下面図である。
【図４４】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジの一対のシャッタとインナ
ーロータによって下シェルの開口部が閉塞された様子を示した下面図である。
【図４５】　図４５の下シェルの開口部が開放された様子を示した下面図である。
【図４６】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジにおけるラック部材による
インナーロータの回転駆動によって一対のシャッタが開閉される様子を説明する開口部閉
塞状態を示す透視状態の下面図である。
【図４７】　図４０の開口部閉塞状態から一対のシャッタの開放開始動作を示した透視状
態の下面図である。
【図４８】　図４７に連続した一対のシャッタの開放動作を示した透視状態の下面図であ
る。
【図４９】　図４８に連続した一対のシャッタの開放動作を示した透視状態の下面図であ
る。
【図５０】　図４９に連続した一対のシャッタの開放終了を示した透視状態の下面図であ
る。
【図５１】　同上のインナーロータ使用ディスクカートリッジとディスクドライブ装置を
示した斜視図である。
【図５２】　本発明を適用したスライドシャッタ使用ディスクカートリッジの斜視図であ
る。
【図５３】　同上のスライドシャッタ使用ディスクカートリッジの弾性部材を備えた第１
の防塵構造を説明する図５２のＭ部分に相当する拡大断面図である。
【図５４】　同上の第１の防塵構造における弾性部材の複数の変形例を説明する拡大断面
図である。
【図５５】　同上のスライドシャッタ使用ディスクカートリッジのラビリンス形状部を備
えた第２の防塵構造を説明する図５２のＭ部分に相当する拡大断面図である。
【図５６】　同上の第２の防塵構造におけるラビリンス形状部の変形例を説明する拡大断
面図である。
【図５７】　同上のラビリンス形状部を備えた第２の防塵構造における図５２のＮ部分に
相当する拡大断面図である。
【図５８】　同上のスライドシャッタ使用ディスクカートリッジの乱流発生構造部を備え
た第３の防塵構造を説明する図５２のＭ部分に相当する拡大断面図である。
【図５９】　同上の第３の防塵構造における乱流発生構造部の変形例を説明する図５２の
Ｍ部分に相当する拡大断面図である。
【図６０】　従来のスライドシャッタ使用ディスクカートリッジの斜視図である。
【図６１】　従来のスライドシャッタ使用ディスクカートリッジの開口部から内部へのダ
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ストの侵入を説明する拡大断面図である。
【図６２】　従来のスライドシャッタ使用ディスクカートリッジの開口部から内部へのダ
スト侵入防止について考察する図６１と同様の拡大断面図である。
【図６３】　従来のスライドシャッタ使用ディスクカートリッジの開口部から内部へのダ
ストの侵入防止について更に考察する図６２と同様の断面図である。
【符号の説明】
Ｄは記録媒体であるディスク、１は記録媒体収納用のカートリッジであるインナーロータ
使用ディスクカートリッジ、２は上シェル、３は下シェル、４はインナーロータ、４ｂは
インナーロータの底部、４ｄはインナーロータの開口、５はディスクカートリッジの開口
部、６は記録媒体収納部であるディスク収納部、９、１０はシャッタ、１６はシャッタ開
閉機構、４６は隙間部分、４８はラビリンス形状部、４８ａはダスト堆積部であるダスト
堆積用凹部である。

【図１】 【図２】
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